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lii .夢,\dAJA4轟髭旅.自 I"ミ塾 " ____e妙襲・ 4 ，題嶋訟亦冨 

の町民秋祭り 

恒例の統一秋祭りが今年 

も10月12、 13の両日行われ 

ました0 

豊作や商売繁盛、家内安 

全などの願いを込め、各地 

区で個別に行われていた秋 

祭りも、全町統一して行わ 

れるようになって今年で11 

年目になります。 

今年は雨にたたられ、今 

―つ盛り上がりに欠けまし 

たが、それでも子ども山笠 

4 台を含めた13台の山笠が 

各地区から繰り出しました。 

12日夜には、中央研修所 

でのど自慢大会があり、各 

地区の公民館から選ばれた 

3 〇人が、生バンドの演奏 

で約400人の観衆を前にして 

自慢ののどを被露しました。 

13日は町民会館にすべて 

の山笠が集合し、シャギリ 

隊を先頭に町内を練り歩く 

予定でしたが雨で中止。各 

地区の山笠は雨の合間をぬ 

って独自に笛、太鼓の音を 

響かせながら威勢よく町内 

を練り歩きました。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

11 月は 町県民税4 期分 の納税月です 
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I 直イヒ 進む町財政の硬 
できない状況 11年連続の赤字決算、補助事業以外 

／歳入43億7,400万円 r一暑一頑ー 

昭
和
五
ト
九
年
度
一
般
会
計
と
町
立
病
院
事
業
会
計
な
ど
五
つ
の
特
別
 

会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
、
歳
人
総
額
四
十
億
二
千
二
百
二
十
五
万
円
に
対
し
、
歳
 

出
総
額
四
ト
ー
億
九
千
六
百
七
十
五
万
円
で
、
差
引
一
億
七
千
四
百
五
十
 

万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
こ
の
分
は
翌
年
度
繰
上
充
用
金
で
歳
入
不
足
 

を
補
て
ん
し
ま
し
た
。
 

歳
出
で
は
、
公
債
費
（
各
種
の
事
業
を
す
る
た
め
に
借
り
た
お
金
の
元
 

金
と
利
子
の
返
済
分
）
の
含
め
る
割
合
が
全
体
の
二
十
四
％
と
高
い
数
値
 

を
示
し
て
お
り
、
起
債
制
限
比
率
も
二
八
・
二
と
、
補
助
事
業
以
外
の
単
 

独
事
業
は
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
地
方
財
政
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
と
呼
ば
れ
て
い
る
経
常
収
支
比
率
 

も
一
Q

一
・
九
％
と
、
妥
当
と
言
わ
れ
る
七
七
％
を
大
き
く
超
え
て
非
常
 

に
硬
直
し
た
財
政
構
造
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

会 計 歳出 45億6,158万円 

13億4,462万円（29.5%) 

11億1,635万円（24.4%) 

マ 5 億8,077万円（12.7%) 

く ‘ 5 億3,493万円（11 .7%) 

2 億9,544万円（6.5%) 

2 億2,183万円（4.9%) 

2 億1,797万円（4.8%) 

1 億8,021万円（4.0%) 

資金等貸付事業会計） 

建設事業費 

公 債 費 

人 件 費 

, 

出資金 貸付金 

扶 助 費 

補助費等 

物 件 費 

III 
59 
年
度
 

決
算
状
況
 

ト赤池中学校体育館建設事業ぐ 

（器貿濡旨驚籍臨県000万円） 

ト上の原公営住宅建設事業ぐ 
rl億8.300万円、うち国庫補助金1億1 .000万円、県費 、 
、補助金2,500万円、起債3,400万円、一般財源1,400万円ノ 

’ン冨，篇,、とIl車 
盛裏，．’ 一ー一~ ・ 一％' 二％Jい‘雷“" 

発蕪鑓議麟難麟 

ト2〇支所集会所建設事業ぐ 

（鋸鵬宗搾鷲験7謂万円） 

お役（こ立っています 
簡易保険・郵便年金 

赤池中体育館建設費のうちの3.220 

万円。20支所集会所建設費のうちの 

1 .160 万円などは、みなさんが加入 

している郵便局の簡易保険や郵便年 

金の積立金の1部が融資され、豊か 

な町づく りのため活用されています。 

K 

(―般会計＋住宅新築 

15億4,203万円（35.2%) 

9 億1 ,728万円（21.0%) 

:9億1,130h肖(20.896 )。＝' 

2 億8,788万円（6.6%) 

2 億8,042万円（6.4%) 

地方交付税 

国庫支出金 

地 方 債 

県支出金 

税 収 入 

1億2,508万円（2.9%)師財産収入 

1 億1,303万円（2.6%)ロ諸 収 入 

1 億127万円（2.3%)医分担金 負担金 

9.571万円（2.2%)E そ の 他 

町立病院事業 

病院長以下職員の努力により58年 

度に比べ400万円の実質向上を示し 

たが累計赤字はさらに増加した。 60 

年度は外科医2名採用とこれに伴い 

各種の施策を迫られており、病院体 

制の確立と、地域住民ノ＼の医療に役 

立てるため、なお一層の努力を期待 

する。 

したがって病床の増加と整形外科 

の新設の申請を行うとともに、非常 

勤医師は58年度に比べ減少している 

が最小限度の人員まで整理を行うよう 

う要望する。 

老人保健事業 
、～とプA と＝コ＝~~=＝γ声Af ニ4こ 

調定額5億6,579万円で100 %i収 

入した。歳入予算額は5億7,525万 

円で、差引947万円不足しているが 

60年度に入り過年度分として相当額 

が入金されており、 9 月議会で補正 

予算として承認されている。 

上水道事業 

水道事業 

収益1億9, 

645万円（こ 

対し、事業 

費用1億8, 

406 万円て； 

差弓1,238万円の黒字を計上している。 

これは58年10月の料金値上と、現 

年度徴収率99,62% (58年度95,4%) 

の高徴収率と経費の節減に努めた結 

果と思われる。 次年度は不良債務0) 

減乙」Mこ努め不納欠損処理を明らかに 

することを要望する。 

＝、~ 

地方自治法第233条 

企業法第3喋第2項の 

したので、その結果の 

赤池町監査委員 

前年度繰上 
充用金 

その他コ6,946万円（1.5%) 

住宅新築資金等貸付事業 

昭和46年住宅改修資金、52年新築 

資金、53年宅地購入資金貸付制度0) 

開設以来、昭和59年3月末現在まで 

の貸付件数821イ牛、貸付総額17億8, 

第2項および地方公営 

規定により監査を執行 

概要を公表します。 

松井猛、木村信行 歳入歳出 

  差引額4千 

217万円が翌年度に繰り越されるこ 

とになった。 これは昭和58年度に比 

べ1千683万円の増額となっている。 

税収入については、58年度の徴収 

率は81％であったが、本年度は82.3 

％と上昇している。 

国民健康 

保険事業 

※決算統計資料よりノ 
976万円となっている。 

59年度0売周定額2イ意1 , 567万円、 

収入済額7,674万円、未収入金額1 

イ意3,893万円で58年度（こ比べ3,586 

万円増加している。 徴収率は、現年 

j変60.49 %(58 年度62.4%) 、繰越 

分8,37% (58年度11.2%) 、合計59 

年度35.58 ％に対し58年度は41.8% 

で6.22％低下している。 このような 

状態が続けば貸付制度の存続にも影 

響してくるので徴'4又には最大の努力 

を図られたい。 

昭和59年度各会計の決算状況 
（単位】千円） 

ー～～一― 

歳 入 歳 出 差 引 額 累積額 

一 般 会 計 4,022.250 4, 196. 749 L.174 ,499 z 174. 499 

町 立 病 院 事 業 424,523 478,897 L 54,374 L455, 040 

国民健康保険事業 409,098 366,923 42,175 42,175 

上 水 道 事 業 196,447 184,063 12,384 △371, 328 

住宅新築資金等貸付事業 422,759 442,456 L 19,697 z . 19.697 

老 人 保 健 事 業 565,792 565,785 7 7 
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一
 

1
声
？
曙
島
詞
線
」
曙
一
 

、
』
い
た
”
扇
m
如』 

誠
覧
）
賢
詰
叫
叫
線
コ
『
 

需
蕊
災
鯛
心
 

一
蕊
加
鷲
一
】
」
 

・二・一 

一 

工
事
請
負
契
約
 

町
有
財
産
の
取
得
な
ど
 

昭
和
六
十
年
第
七
回
九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
七
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
和
 

五
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
議
案
な
ど
十
三
の
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
田
川
地
区
斉
場
組
合
な
ど
四
つ
の
一
部
事
務
組
合
の
議
会
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
か
ら
な
さ
れ
、
閉
会
中
 

の
常
任
委
員
会
へ
審
議
が
付
託
さ
れ
て
い
た
二
件
の
陳
情
の
審
議
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
昭
和
五
十
九
年
度
各
会
計
の
決
算
監
査
の
概
要
も
監
査
委
員
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

決
 

算
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
 

出
決
算
 

⑨
昭
和
五
十
九
年
度
特
別
会
計
国
民
健
 

康
保
険
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
＋
九
年
度
特
別
会
計
住
宅
新
 

築
資
金
等
貸
付
事
業
歳
入
歳
出
決
算
 

⑨
昭
和
五
＋
九
年
度
特
別
会
計
老
人
保
 

健
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
＋
九
年
度
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
上
水
道
事
業
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
 
以
上
六
つ
の
決
算
に
 

つ
い
て
は
二
・
三
面
に
掲
載
。
 

『子孫のためみなさんの英知を』 
補 

正 

予 

算 

⑥
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

＃
一
億
五
千
七
十
八
万
円
の
追
加
補
正
 

で
予
算
総
額
四
十
二
億
二
千
九
百
四
十
 

一
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
 

主
な
も
の
は
、
集
中
豪
雨
と
台
風
に
よ
 

る
災
害
復
旧
経
費
七
千
六
百
二
十
万
四
 

千
円
。
十
五
支
所
と
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
 

ン
の
集
会
所
建
設
費
四
千
二
百
万
円
。
 .

 

恒
例
の
一
月
遅
れ
の
敬
老
会
が
十
月
 

十
五
日
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
（
七
十
歳
以
上
）
は
 

千
九
十
四
人
で
、
七
百
六
十
人
が
出
席
。
 

式
典
で
は
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
 

A
 

A
 

A
 

歌やおどりに楽しい一 

ト760人が参加して行われた敬老会。 

手づくりみこしを担ぎ場内せましとかけ回る4保育所の5歳児‘ 

国
勢
調
査
経
費
な
ど
で
す
。
 

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
や
事
業
の
 

追
加
に
よ
る
国
県
支
出
金
の
補
正
な
ど
 

が
主
な
も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
 

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
非
四
千
二
百
 

三
十
万
一
千
円
の
追
加
補
正
で
、
予
算
 

総
額
四
億
三
百
三
十
万
六
千
円
と
な
り
 

ま
し
た
。
内
容
は
概
算
で
交
付
さ
れ
て
 

い
た
退
職
被
保
険
者
等
還
付
金
の
精
算
 

返
還
金
が
主
な
も
の
で
す
。
 

⑨
昭
和
六
＋
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
貸
 

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
井
鉱
害
復
 

旧
な
ど
に
よ
り
住
宅
の
新
築
お
よ
び
改
 

修
資
金
の
借
入
申
込
者
が
増
加
し
た
た
 

め
、
貸
付
金
で
一
億
五
千
百
万
円
を
主
 

に
追
加
補
正
。
予
算
総
額
四
億
九
千
九
 

百
七
十
五
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
 

補
正
予
算
」
六
百
二
十
三
万
八
千
円
を
 

追
加
補
正
。
予
算
総
額
五
億
九
千
百
九
 

十
三
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
 

内
容
は
、
概
算
で
交
付
さ
れ
て
い
た
支
 

払
基
金
へ
の
精
算
返
還
金
四
百
七
十
三
 

万
八
千
円
で
す
。
 

，
ー
．
 

藤
村
彦
九
郎
さ
ん
ほ
か
十
五
人
に
県
知
 

事
よ
り
の
金
杯
。
九
十
歳
以
上
の
深
見
 

ヤ
ス
さ
ん
ほ
か
二
十
九
人
に
町
よ
り
の
 

記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

池
永
町
長
は
、
 

「
み
な
さ
ん
が
長
年
 

専
 
決
 
処
 
分
 

一
 

⑨
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
井
法
の
 

改
正
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
支
給
要
件
 

で
あ
る
所
得
制
限
な
ど
が
変
更
さ
れ
た
 

こ
と
に
伴
い
、
八
月
一
日
付
け
で
専
決
 

処
分
さ
れ
て
い
た
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

エ 

事 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
井
 

昭
和
六
十
年
度
地
域
改
善
施
設
整
備
事
 

業
「
大
浦
地
区
下
排
水
路
改
良
工
事
」
 

の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
 

た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

な
お
入
札
の
結
果
上
野
の
小
正
建
設
 

が
落
札
し
、
来
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
 

の
工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

財 

産 

⑥
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
井
赤
池
町
消
 

防
団
第
三
分
団
（
町
部
）
の
消
防
車
が
 

老
朽
化
し
、
部
品
調
達
も
不
可
能
な
た
 

め
補
助
事
業
に
よ
り
ポ
ン
プ
車
を
一
台
 

購
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

》ん》I
ぐ
ぐ
ぐ
ん
き
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
●
』
ぐ
ぐ
ぐ
」
 

培
っ
た
知
識
や
英
知
を
後
輩
や
子
孫
の
 

た
め
に
拝
借
し
た
い
。
家
の
中
か
ら
外
 

へ
出
て
若
い
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
活
 

動
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
 

す
ば
ら
し
い
老
人
社
会
が
で
き
る
は
ず
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
 

「
将
来
は
、
プ
」
 

の
会
場
で
一
同
に
会
し
て
の
敬
老
会
は
 

困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
敬
老
会
の
あ
り
 

方
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
 

た
い
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。
 

続
い
て
中
食
を
は
さ
ん
で
十
一
の
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

中
尾
保
育
所
の
平
野
園
長
の
司
会
進
 

行
で
、
町
内
四
保
育
所
の
五
歳
児
が
手
 

づ
く
り
み
こ
し
を
担
ぎ
 
「
お
じ
い
ち
ゃ
 

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
ね
」
 
と
 

場
内
を
か
け
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
養
 

命
大
学
の
み
な
さ
ん
の
民
舞
や
文
化
団
 

体
各
社
中
の
踊
り
、
最
後
に
は
参
加
者
 

全
員
で
炭
鉱
節
を
踊
っ
て
楽
し
い
一
日
 

を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

今
年
も
赤
池
町
建
設
業
組
合
の
ご
協
 

力
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
 

だ
き
、
お
年
寄
り
の
会
場
ま
で
の
足
が
 

確
保
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

請
 
願
・
陳
 
情
 

⑥
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
公
務
員
給
与
 

引
き
上
げ
の
完
全
実
施
を
も
と
め
る
請
 

願
井
人
事
院
勧
告
制
度
が
公
務
員
労
働
 

者
の
労
働
基
本
権
の
代
償
措
置
で
あ
る
 

こ
と
、
ま
た
、
年
金
や
内
需
拡
大
に
よ
 

る
景
気
浮
揚
に
も
影
響
す
る
と
の
、
国
 

家
公
務
員
労
働
組
合
筑
豊
地
区
協
議
会
 

議
長
吉
田
裕
信
さ
ん
な
ど
か
ら
出
さ
れ
 

た
人
事
院
勧
告
の
完
全
実
施
を
も
と
め
 

る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
中
尾
地
区
道
路
路
肩
補
修
に
関
す
る
 

請
願
非
中
尾
地
区
北
町
の
道
路
肩
が
雨
 

に
よ
り
崩
壊
し
か
か
っ
て
お
り
、
早
急
 

に
安
全
対
策
を
構
じ
て
ほ
し
い
と
の
一
一
 

十
支
所
長
世
良
直
治
さ
ん
な
ど
か
ら
提
 

出
さ
れ
た
請
願
が
審
議
さ
れ
、
産
業
建
 

設
委
員
会
へ
付
託
、
継
続
審
議
と
な
り
 

1 

ま
し
た
c
 

な
お
、
六
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
 

て
い
た
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

に
関
す
る
陳
情
は
、
建
設
用
地
に
つ
い
 

て
八
幡
重
機
と
協
議
す
る
。
建
設
ま
で
 

は
、
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
集
会
所
（
 

十
一
月
着
工
予
定
）
を
使
用
し
て
ほ
し
 

、
ー
 

‘
、
ー
 

ー
 

ー
 

‘
、
ー
 

，
、
ー
 

‘
、
ー
 

一
 

ー
 

‘
、
ー
 

い
と
の
付
帯
条
件
つ
き
で
採
択
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

ま
た
、
同
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
 

水
使
用
料
に
関
す
る
陳
情
は
、
算
定
方
 

法
や
他
市
町
村
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
 

使
用
料
の
軽
減
は
困
難
で
あ
る
。
全
戸
 

入
居
時
に
再
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
 

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
 

決 

議 

⑨
国
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す
る
決
 

議
‘
国
保
に
対
す
る
国
庫
負
担
率
の
削
 

減
分
を
補
て
ん
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
 

庫
負
担
制
度
を
見
直
す
こ
と
。
老
人
保
 

健
法
に
よ
る
医
療
費
負
担
に
つ
い
て
加
 

入
者
按
分
率
を
百
％
と
す
る
こ
と
。
等
 

を
内
容
と
し
て
議
員
提
案
さ
れ
、
決
議
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

般 

質 

間 

間
旧
山
の
神
裏
の
赤
池
鉱
慰
霊
碑
の
移
 

転
に
つ
い
て
 

圏
た
だ
ち
に
碑
そ
の
も
の
を
行
政
主
導
 

で
移
転
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。
 

な
し
く
ず
し
に
放
置
す
る
考
え
は
な
 

い
が
、
ど
う
取
り
組
め
ば
合
法
的
で
社
 

会
性
が
あ
る
か
結
論
を
出
し
て
対
処
し
 

た
い
。
 

固
町
営
住
宅
の
窓
枠
の
サ
ソ
シ
化
に
つ
 

い
て
 

同
全
六
百
八
十
戸
の
う
ち
昭
和
三
十
九
 

年
か
ら
四
十
七
年
に
建
設
し
た
三
百
十
 

四
戸
が
木
製
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
 

度
か
ら
年
間
三
十
戸
前
後
の
取
り
替
え
 

工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
財
 

源
の
中
で
も
あ
り
、
短
期
間
に
完
成
す
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
 
一
年
で
も
早
 

く
取
り
替
え
た
い
。
 

、
 

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

長
生
き
し
て
ね
』
 

園
旧
ル
が
天
郷
荘
を
訪
間
 

ト 「長生きしてね」 とお年寄りの肩を 

たたく赤池保育所の5歳児‘ 

九
月
二
十
日
、
赤
池
保
育
所
の
五
歳
 

児
約
四
十
人
が
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
 

訪
れ
ま
し
た
。
 

園
児
た
ち
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
 

作
っ
た
造
花
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
 

あ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
 

て
童
謡
を
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
、
樽
 

の
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
と
楽
し
い
一
 

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

長
生
き
し
ね
」
と
肩
を
た
た
く
と
目
に
 

涙
を
浮
べ
る
お
年
寄
り
も
い
て
、
か
わ
 

い
い
園
児
の
慰
問
に
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
 

り
は
大
喜
び
で
し
た
。
 

ソ
×
・
×
古
・
ソ
苦
ソ
×
占
占
古
古
古
古
・
v
呂
古
古
占
・
マ
×
占
古
古
占
占
古
・
ソ
マ
×
・
x
古
古
占
・
x
古
占
古
占
占
古
古
古
古
占
古
占
占
占
古
古
・
マ
×
〈
占
古
古
古
占
・
ソ
マ
】
古
古
古
古
古
占
・
マ
呂
・
ソ
v
x
・
×
・
マ
×
・
一
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
松
本
 
た
か
し
 

オ
ー
ル
ス
タ
ー
名
人
芸
に
酔
ふ
ナ
イ
タ
ー
戦
 

打
ち
上
げ
る
花
火
の
真
下
夢
ご
こ
ち
 

三
十
六
度
室
に
ご
ろ
り
と
暑
を
し
の
ぐ
 

明
け
方
の
戸
を
く
る
風
の
秋
め
け
る
 

じ
ん
 

鈴
虫
の
巣
箱
を
寄
贈
風
雅
な
人
 

残
暑
異
変
羽
虫
と
び
込
み
昼
寝
刺
す
 

ね
 

盆
踊
り
青
春
燃
す
太
鼓
の
音
 

一つ 

ら
ぼ
ん
え
 

孟
蘭
盆
会
梯
間
飾
ら
れ
豪
華
な
り
 

法
師
蝉
手
洗
ひ
消
毒
姥
の
作
務
 

地
引
き
網
秋
潮
荒
れ
て
割
烹
宿
 

秋
慰
問
園
児
ら
来
る
を
待
ち
あ
ぐ
む
 

ユ
ニ
バ
シ
ャ
ー
ド
災
暑
に
若
人
技
競
ふ
 

と
ゆ
 

涼
味
増
す
食
堂
そ
お
め
ん
樋
流
し
 

11月26日～12月2日 秋季全国火災予防運動 
11月11日～17日 税を知る週間 



(7） 第274 号 あ か い け 昭和.60年11月1日 （6 ) け
 

報
 

広
 

第274 号 

国鉄バス運行経路カミ 

一部変更されました 

一＝ 上野橋～赤池駅 10月14日から 一 

国鉄バス上野線 「上野橋」 ～ 「赤池」 間の経路が、10月14日 

から、商工会前を通り線昼叡合いに町道二反ケ浦～松本線を通る 

路線へ変更になりました。 

これに伴い、「赤池本町」「昭和町」 バス停が廃止になり、「赤池 

町役場前」 が移設、「商工会館前」 のバス停が新設されました。 

なお、運賃は今までどおりです。 

一一 

赤
池
橋
」
 

舞ミ舞麗迫I三量壇

」
 

緯
 噴鷲「コ  、 

1 又．日’」 

赤池駅 ~ 

豊霞 

伊田線 
’ ~ ~ ~ ~ ~ 

i 商工会館前 

昭和60年11月1日 け 、 し か
 

あ
 

報
 

広
 

工ンゼルクイス 

I 

× 

【第114回出題】 こ髪 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1 】 

市町村長への立候補は、その地域内に住所 

を有しなくてもできる。 

A できない 

B．当選したら住所を移すという条件をつけ 

ればできる 

C．できる 

【問題2 】 

地方議会の招集はだれが行うのか。 

A.地方公共団体の長 

B．地方議会の議長 

C．地方議会の事務局長 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ11月16日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第113回の解答】 

1 . C 2 . B 

応募総数7通のうち正解1通、次の方に図 

書券をお贈りします。 

レ中西 京子（ひまわり団地） 

〔敬称略〕 

9月末日住民登録 Q 

（前月比） 
人 口10,045( +8 ) 
男 4,761（ 十7 ) 

女 5,284( +1 ) 

世帯数 3,345( 0 ) 

国民健康保険の 

給付制度 高額療養費 

一
 

町道二反ケ浦～松本線 要雷 

医
療
費
の
自
己
負
担
 

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
 

合
、
家
計
の
負
担
を
軽
 

減
す
る
た
め
、
次
に
よ
 

り
高
額
療
養
費
が
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
 

①
医
療
費
の
支
払
い
が
 

一
件
ー
力
月
（
同
一
月
 

内
）
五
万
一
千
円
（
低
 

所
得
者
は
三
万
円
）
を
 

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
 

超
え
た
額
に
つ
い
て
高
 

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
 

②
同
一
世
帯
で
同
一
月
 

内
に
一
件
三
万
円
（
低
 

所
得
者
は
二
万
一
千
円
）
以
上
の
支
払
 

い
が
、
二
件
以
上
生
じ
た
場
合
は
、
そ
 

の
合
算
額
か
ら
五
万
一
千
円
を
超
え
た
 

額
に
つ
い
て
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
 

× 赤池駅 上野峡 赤池駅 上野峡 

上 野 峡 10:24 12:00 16:44 17:48 

駕 橋 10:25 11:58 16:45 17:46 

熊 谷 前 10:26 11:57 16:46 17:45 

高 鶴 前 10:27 11:56 16:47 17:44 

庚 申 橋 10:27 11:55 16:47 17:43 

堀 田 ロ 10:28 11:54 16:48 17:42 

不 老 園 10:29 11:35 16:49 17:41 

原 田 町 10:30 11:52 16:50 17:40 

里 10:32 11:50 16:52 17:38 

上 野 橋 10:33 11:49 16:53 17:37 

赤池役場前 10:35 11:48 16:55 17:36 

商工会館前 10:36 11:47 16:56 17:35 

赤 池 駅 10:39 11:45 16:59 17:33 

H
?\"H 

ク
サ
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
 

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ク
 

届
げ
出
は
お
済
み
で
す
か
 

あ
な
た
の
加
入
さ
れ
て
い
る
国
民
年
 

金
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
改
正
さ
 

れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
 

も
よ
い
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
取
り
 

扱
わ
れ
る
た
め
に
は
、
十
月
末
に
社
会
 

保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ
た
 
「
国
民
年
金
 

任
意
加
入
被
保
険
者
現
況
届
書
」
に
必
 

要
事
項
を
記
入
し
、
夫
の
勤
務
先
で
確
 

認
を
受
け
た
う
え
、
役
場
の
国
民
年
金
 

担
当
窓
口
へ
昭
和
六
十
一
年
一
月
三
＋
 

一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
 

送
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
）
 

な
お
、
夫
の
勤
務
先
で
確
認
を
受
け
 

な
い
場
合
は
、
届
書
に
①
健
康
保
険
被
 

保
険
者
証
②
夫
の
年
金
手
帳
（
ま
た
は
 

厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
証
）
を
添
え
 

て
役
場
の
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

囲
1
 

こ
の
取
り
扱
い
は
、
妻
に
よ
り
 

扶
養
さ
れ
て
い
る
夫
の
場
合
も
同
様
で
 

③
同
一
世
帯
で
士
ー
力
月
間
に
①
②
の
 

高
額
療
養
費
の
支
給
が
四
回
以
上
に
な
 

る
場
合
は
、
四
回
目
か
ら
は
三
万
円
（
低
 

所
得
者
は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
た
額
に
 

つ
い
て
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

④
血
友
病
や
慢
性
腎
不
全
な
ど
特
定
の
 

病
気
に
よ
る
長
期
療
養
者
は
、
支
払
い
 

額
が
一
件
ー
力
月
一
万
円
を
超
え
た
額
 

に
つ
い
て
高
額
療
養
費
の
対
象
に
な
り
 

ま
す
。
 

健康自己点検 

健康の基本は、よい栄養、適度の運動、そして休 

養の3つがバランスよく保たれていることです。成 

人病をはじめとした病気を予防するためにも、この 

健康の条件をつねに心がけるようにしましょう。 

次の10項目は、あなたの身体の健康状態に問題が 

ないかどうかをチェックするあなた自身の健康点検 

リストです。判定をよく読んであなたの健康度の目 

やすにしましょう。 

す
。
妻
に
よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
 

は
「
夫
」
を
「
妻
」
と
、
「
妻
」
を
「
夫
」
 

と
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
 

囲
2
 

第
3

号
被
保
険
者
と
は
、
厚
生
 

年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
妻
で
す
。
 

大
切
な
届
け
出
で
す
 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
奥
さ
 

ん
で
次
の
0
●
O
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
 

は
ま
る
方
は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

●
あ
な
た
の
夫
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
 

加
入
者
で
あ
る
。
 

●
あ
な
た
の
夫
が
、
大
正
 10 

年
4
月
2
 

日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
で
あ
る
。
 

●
あ
な
た
自
身
が
、
主
と
し
て
夫
の
収
 

入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
 

と。 

（
具
体
的
に
は
、
あ
な
た
が
健
 

康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
 

よ
う
な
場
合
を
い
い
ま
す
。
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
ブ
ド
ウ
4

ぬ
、
橋
木
恵
子
（
八
幡
西
 

区
楠
橋
）
〇
た
ば
こ
 95 

箱
、
日
本
た
ば
 

こ
産
業
翻
（
田
川
市
宮
尾
）
〇
お
菓
子
 

60 

個
、
日
本
た
ば
こ
産
業
翻
婦
人
部
（
 

田
川
市
宮
尾
）
〇
川
魚
甘
露
煮
、
大
久
 

保
雄
民
（
大
字
上
野
）
〇
ビ
ー
ル
 20 

本
 

ジ
ュ
ー
ス
 90 

本
、
小
松
篤
生
（
大
字
上
 

' ’汽 L ''' ‘一’L ' ●一L 'LLLLLL 'LL ''' hや；hhや旅hhhhhl汽らJ；や ' 
，一 ’一 ’ ' 

、
ー
、
 

待
ち
合
い
室
 

外
来
診
療
に
つ
い
て
 

外
来
和
謝
卿
七
名
配
置
、
看
護
体
 

制
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
、
各
科
担
 

当
ナ
ー
ス
は
、
週
毎
に
交
替
し
て
診
 

療
介
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

当
直
に
よ
る
二
十
四
時
間
体
制
。
 

退
庁
後
十
七
時
よ
り
翌
朝
八
時
三
十
 

ナ
 
ー
 
ス
 

分
ま
で
医
師
一
名
、
看
護
婦
一
名
、
 

夜
警
一
名
、
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
 

で
の
医
師
の
当
直
は
、
内
科
四
日
、
 

外
科
整
形
外
科
で
三
日
の
予
定
で
急
 

患
に
よ
る
専
門
分
野
の
夜
間
診
療
が
 

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

平
日
の
受
付
時
間
は
八
時
三
十
分
 

よ
り
十
一
時
三
十
分
、
土
曜
日
は
十
 

一
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
 
一
日
の
 

平
均
外
来
患
者
数
約
百
五
十
名
、
 
一 

般
の
外
来
診
療
が
午
前
中
と
限
ら
れ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
日
に
よ
っ
て
は
 

か
な
り
の
混
雑
も
あ
り
、
 
一
時
間
、
 

二
時
間
余
り
の
長
い
待
ち
時
間
は
、
 

患
者
さ
ん
に
は
大
変
苦
痛
な
時
間
帯
 

と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
 

力
と
ご
理
解
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
 

診
療
時
間
が
流
れ
、
十
二
時
三
十
分
 

頃
に
は
、
終
了
す
る
よ
う
に
心
掛
け
 

て
お
り
ま
す
。
 

私
共
、
患
者
さ
ん
と
の
短
時
間
の
 

、
 
、
 
、
 
、 
、 
、
 
、
 

J
戸、 

野
）
〇
ナ
シ
 10 

ぬ
、
定
善
寺
（
大
字
上
 

野
）
〇
金
一
封
、
吉
田
郊
惣
（
大
字
上
 

野
）
〇
金
一
封
、
藤
村
澄
子
（
大
字
上
 

野
）
浦
田
サ
ツ
キ
（
大
字
赤
池
）
〇
卵
 

50 

個
、
小
松
鮮
魚
店
（
大
字
上
野
）
〇
 

プ
リ
ン
 66 

個
、
ァ
ッ
プ
ル
ヤ
ク
ル
ト
 50 

本
、
西
酪
牛
乳
株
式
会
社
〇
清
酒
一
升
、
 

石
津
三
郎
（
大
字
上
野
）
〇
缶
ジ
ュ
ー
 

ス
 30 

本
、
重
田
欝
義
（
大
字
上
野
）
〇
 

ブ
ド
ウ
6

雨
、
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
 24 

本、 

項 目 偏ク 
1
1
 

食事は普通においしいが、最近他 
人にやせたといわれる。 

n乙
 

食欲がなく、最近他人にやせたと 
いわれる。 

3
 

食欲がないのに、最近急に太って 
きた。 

4
 

最近急’に太り、毛深くなってきた。 

に
J
 

微熱があって、全身がだるい。 

6
 

食欲がなく、全身がだるい。 

7
 

頭痛がして、手足がしびれる。 

8
 

ノ ドがかわいて、手足がしびれる。 

9
 

健康診査を1年1回受けて、医師 
にかからないのを自慢している。 

10 健康には自信があるので、医師に 
かからないでいる。 

ト0、●、●、●、Oの人は一度医師へ行く。 

ト●の人はステロイド剤というくすりを服用して 

いれば、このようなことがある。 

ト●の人は数日様子をみて、よくならなければ医 
師へ行く。 

ト●の人はしばらく様子をみてよくならなければ 

医師へ行く。 

トOの人は健康保持のために理想のタイプです。 

ト⑩の人は40歳過ぎたら年1回健康診査を受けて、 

健康である経過をうらづけるようにしましょう。 

”
か
か
 

. 

初
対
面
で
の
接
触
で
身
体
的
変
化
、
 

生
活
状
況
、
家
族
構
成
、
日
常
の
健
 

康
レ
ベ
ル
な
ど
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
 

の
情
報
を
受
け
た
ま
わ
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
、
医
師
の
治
療
効
果
を
よ
り
高
 

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
 

慮
な
く
す
べ
て
を
情
報
提
供
下
さ
る
 

こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

午
後
は
十
三
時
三
十
分
よ
り
病
棟
 

廻
診
、
手
術
、
検
査
往
診
、
予
防
接
 

種
等
の
業
務
が
あ
り
ま
す
の
で
急
患
 

以
外
の
方
は
、
午
前
中
に
お
い
で
下
 

さ
い
ま
す
よ
う
指
導
致
し
て
お
り
ま
 

す。 地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
機
関
を
通
 

じ
て
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
お
年
寄
ま
 

で
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
と
病
気
と
 

の
か
か
わ
り
の
中
で
、
親
し
く
、
ま
 

た
、
な
じ
み
深
く
、
人
間
と
人
間
と
 

の
相
互
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、
適
 

切
な
る
診
療
行
為
、
救
命
活
動
が
展
 

開
さ
れ
る
の
も
一
重
に
み
な
さ
ま
の
 

暖
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
心
と
ご
協
 

力
に
支
え
ら
れ
、
病
院
と
し
て
の
機
 

能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
 

高
令
化
の
進
む
中
で
、
二
十
一
世
 

紀
に
向
っ
て
豊
か
な
住
み
よ
い
赤
池
 

町
に
期
待
を
よ
せ
な
が
ら
努
力
し
、
 

石
尾
院
長
は
じ
め
職
員
一
同
頑
張
っ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
ご
支
援
 

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
 
婦
長
藤
田
春
枝
 

、
・
、
、
 

. 、 . 

【休館日】 
3日、 4日、11日 

ワ日、23日、25日 
※3 日同は福祉バザー 

につき休館 
【福祉バス運行日】 
休館日を除く毎日 

【仏教講演会】 
n 月13日困午前11時 

【演 芸】 
入館者へ自由に舞台 

を提供します。 
ご利用下さい。 

【心配ごと相談】 
7日、18日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

、 

 ノ 
、 ' 

藤
村
商
店
（
大
字
上
野
）
〇
ナ
シ
 10 

ぬ、 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

本
、
世
良
鮮
魚
店
、
亀
 

井
精
肉
店
（
大
字
赤
池
）
〇
清
酒
2

升、 

缶
ジ
ュ
ー
ス
期
本
、
菓
子
 30 

袋
、
七
区
 

オ
リ
オ
ン
子
供
会
（
大
字
市
場
）
〇
ジ
 

ュ
ー
ス
 
12 

パ
ッ
ク
、
猿
畑
公
民
館
（
大
 

字
赤
池
）
〇
清
酒
一
本
、
金
一
封
、
 
20 

支
所
（
大
字
赤
池
）
〇
植
木
苗
『
式
紙
 

5
枚
、
九
州
電
力
掬
田
川
営
業
所
一
同
 

（
田
川
市
）
〇
チ
ャ
ボ
5
羽
、
安
部
麻
 

里
子
（
清
光
寺
幼
稚
園
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

▽
白
川
テ
ル
子
（
八
区
）
▽
佐
野
勇
（
 

西
町
）
▽
世
良
礼
子
（
上
野
）
▽
三
荻
 

正
信
（
高
尾
通
り
）
▽
小
松
君
雄
（
大
 

浦
）
▽
武
末
茂
（
山
崎
）
▽
平
元
光
年
 

（
大
浦
）
以
上
7
件
、
総
額
 24 

万
円
（
 

10 

月
 16 

日
現
在
、
敬
称
略
）
 

口約束で取引していませんか 一 11月は下請取引適正化推進月間 

● ’ ’ ● , ' , , , , , 
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

 

伝統工芸品の良さを見直そう111月は伝統的工芸品月間 
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圏
麻
し
ん
▽
 11
 

月
 13 

日
、
町
立
病
院
▽
 

13
 

時
半
ー
 15
 

時
▽
生
後
 18 

カ
月
ー
 36 

カ
 

月
圏
子
宮
、
乳
ガ
ン
検
診
▽
 11 

月
 15
 

日、 

中
央
研
修
所
▽
9
時
半
ー
 10 

時
半
圏
三
 

種
混
合
▽
 11 

月
 19 

日
、
町
民
会
館
▽
 13
 

時
半
ー
 15
 

時
▽
生
後
 24
 

カ
月
、
 48 

カ
月
 

圏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
▽
 11
 

月
 20 

日
、
四
 

区
公
民
館
（
上
野
地
区
）
▽
 11
 

月
 21
 

日、 

町
民
会
館
（
赤
池
地
区
）
▽
 11
 

月
 28 

日、 

市
場
小
学
校
保
健
室
（
市
場
地
区
）
▽
 

い
ず
れ
も
3
才
以
上
、
 
13 

時
半
ー
 15 

時
 

圏
老
人
一
般
健
診
▽
 11
 

月
 27
 

日
、
同
和
 

対
策
中
央
研
修
所
▽
 13
 

時
半
ー
 14
 

時
半
 

戦没者等の遺族のみなさん 

特別弔慰金が支給されます 

（
当
日
栄
養
指
導
に
よ
る
講
習
会
が
開
 

催
さ
れ
ま
す
）
圏
献
血
▽
 11 

月
 29 

日
▽
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
赤
池
（
 10 

時
 

ー
 13 

時
）
赤
池
町
役
場
（
 14
 

時
、
 16 

時） 

「
か
一
 

、
 
ー

r
；
 

応
‘
》
に
‘
『
 

ー

舛

（

 

】
 

・
 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
 11 

月
7

日、 

18 

日
 

27
 

日
▽
 
10 

時
か
ら
 15 

時
ま
で
▽
福
祉
セ
 

ン
タ
ー
圏
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
 

療
育
指
導
 
身
体
に
障
害
が
あ
る
児
童
 

も
し
く
は
将
来
機
能
障
害
を
招
く
お
そ
 

れ
が
あ
る
児
童
を
早
期
に
発
見
し
、
適
 

切
な
治
療
を
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
 

療
育
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
▽
 11 

月
 22
 

日
団
 13 

時
か
ら
 14 

時
半
▽
田
川
保
育
所
 

▽
診
察
廿
整
形
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
 

喉
科
▽
対
象
廿
満
 18 

歳
未
満
の
児
童
 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
 11 

月
 18 

日
、
町
民
 

会
館
▽
 10 

時
、
 11
 

時
半
▽
生
後
2

カ
月
 

ー
 12 

カ
月
 

一」一難鞍難難（一 

舟
）
）
琳
講
薫
一
 

舞
難
難
 
w> 

法の改正に科三い、第4回戦没者等の遺 

族に対する特別弔慰金の請求受け付けが 

次のとおり行われます。 

これは、終戦40周年に当り、昭和60年 

4 月1 日現在で公務扶助料、遺族年金な 

どの受給者のいない戦没者等の遺族に対 

して、特別弔慰金（額面30万円、10年償 

還の記名国債） が支給されるものです。 

該当される方は期間中に請求手続きを 

してください。 

なお、詳細については、いっしょに配 

布している回覧板をご覧ください。 

ト受付期間 昭和60年11月1日から昭和 

63年6 月13日までト 

ト受付、問合せ窓口 役場住民福祉課社 

会衛生係 

人権ポスター・人権標語を 

募集しています 

幽
酬
川
棚
川
崖
聞
爵
 

圏
解
放
講
座
▽
 11 

月
 27 

日
困
、
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
▽
 19 

時
半
 

圏
田
川
准
看
護
婦
（
土
）
生
徒
募
集
▽
 

中
卒
、
昭
和
 26 

年
4
月
1

日
生
以
降
▽
 

試
験
日
廿
1
月
 26 

日
⑧
▽
場
所
廿
田
川
 

看
護
高
等
専
修
学
校
▽
受
付
廿
1
月
 13
 

日
か
ら
 25
 

日
の
正
午
ま
で
▽
間
合
せ
先
 

廿
田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
か
 42 

1
3
 

つ
山
（
。
［
I
 

備皿皿聞聞聞瑞囲固『 

圏
第
 12 
回
赤
池
町
少
年
剣
道
大
会
▽
 11
 

月
 10 

日
▽
町
民
会
館
圏
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
 

テ
ィ
バ
ル
▽
 11 

月
1

日
▽
町
民
会
館
圏
 

赤
池
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
▽
 11 

月
3
 

日
▽
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

Z ,,，ーー入」一．プ × 
間山云ヌゴー 

職員の募集 
赤池町商工会では次のとおり女 

子職員（1名）を募集しています。 

ト職務内容：記帳指導、その他の 

事務 

ト資格要件：町内に居住する高卒 

以上の人で簿記、珠算3級以上 

の資格を有する40歳未満の普通 

運転免許を所持する女子 

ト受付け：昭和60年11月20日まで 

に商工会ヘ 

ト提出書類：自筆の履歴書（上半 

身の写真添付）、健康診断書（公 

立病院または保健所発行のもの） 

卒業証書（写）または卒業証明 

書、簿記および珠算3級以上の 

合格証書（写） 

ト待遇】赤池町商工会規程による 

ト試験】日時、場所は後日連絡し 

ます。科目は簿記、一般常識、 

作文および面接 

×※くわしくは商工会へ 

【狂犬病予防注射の日程表】 

60年度より狂犬病予防注射は 

年1度うければよいことになっ 

ています。 

今回は春季登録及び注射にも 

れた犬や、その後生まれた犬を 

対象に次のとおり実施されます。 

 ノ 

N 場 所 時 間 

1

1

n 

15

日 
（金） 

老人ホ一ム天郷荘 9 :30- 9 :45 

大浦共同作業所前 9 :50-10:05 

四 区 公 民 館 10:10-10:25 

三 区 公 民 館 10:30-10:45 

草 場 集 会 所 10:50-11:05 

市 場 集 会 所 ":10-'l:45 

高尾（船津店前） 13:15-13:30 

ショッビングセンター 

「アカイケ」 前 13:35-14:05 

赤池駅前公園 14:10- 14:40 

赤 池 町 役 場 14:45-15:30 

登録料 21,00円 注射料1.750円 

（
難
灘
麟
難
難
鷺
鷲
難
難
略
蕪
難
難
難
難
鷺
」
（
一
 

灘
難
難
灘
灘
鷺
灘
襲
麟
難
一
 

搬
響
難
難
難
難
難
羅
羅
舞
欝
）
灘
難
灘
難
難
（
灘
難
難
難
鷲
難
燕
議
簿
鷺
難
議
灘
薫
難
羅
燕
難
蕪
織
難
 

毎日の生活、今日もすばらしい1 日だ 

った。 生涯を通じてこんな毎日でありた 

い。 とだれもが願っていることと思いま 

す。 

それは、お互いの気持ちがわかる人間 

関係。 お互いに認め合う心ではないでし 

ようか。 そこには戦争もなければ、差別 

もあり得ません。 

赤池町ではそんな町づく りを目指して 

全国一斉人権週間に合わせて、『赤池町人 

権尊重旬間』(12月4日から12月13日までト） 

を設定し、みなさん一人ひとりの運動を 

お願いしています。 

そのーつとして、みなさんより人権ポ 

スター、人権標語を募集しています。 

たく さんの作品をお待ちしています。 

トテーマ：人権に関することであればど 

んな内容でも結構です。 

ト様式：問いません 

ト締切り：11月25日まて、 

ト提出先：赤池町教育委員会（町民会館） 

または赤池町役場総務課へ 

難
難
麟
鰯
難
織
轟
難
響
鷺
「
難
「
鷺
難
搬
難
“
 

11月は雇用保険不正受給 

防止啓発月間です 

一失業保険は正しく受けましょう一 

⑨失業給付は、失業して仕事を探してい 

る人にだけ支給されるものです。 

⑨パート、アルバイ トなどを行った日に 

は支給されません 

⑨不正受給は厳しく処分されます 

⑥不正受給を知ったら、直ちに届けまし 

よう 

詳しくは最寄りの公共職業安定所、県 

雇用保険課まで連絡して下さい。 

「
鷺
搬
難
難
難
難
「
難
響
難
搬
「
難
鷲
難
麟
難
難
麟
難
m
難
脚
麟
鱗
難
難
麟
議
 

家族は非行のこ防波堤こ 11月は全国青少年健全育成強調月間 


